
遼
初
史
郡
疑
三
題

　
　
　
　

迭
剌
部
・
漢
城
・
西
棲田

　
　

村

　
　

賞

　
　

造

　

支
那
歴
朝
何
れ
を
問
は
す
、
國
初
草
創
期
に
稚
起
し
た
史
賓

に
就
て
は
幾
多
の
疑
義
が
存
す
る
が
、
就
中
漢
族
以
外
の
異
種

族
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
諸
朝
に
は
そ
れ
が
甚
し
く
、
試
み
に

遼
史
を
絡
い
て
も
、
建
國
営
初
に
於
け
る
こ
の
種
疑
問
の
頻
出

は
殆
ん
ど
枚
挙
す
る
に
逞
が
な
い
。
今
こ
れ
ら
の
中
よ
り
迭
剰

部
・
漢
城
・
西
楼
の
三
者
を
探
り
挙
げ
て
一
の
解
渾
を
施
し
て

み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

迭

　

剌

　

部

　
　
　
　

遼
朝
建
國
の
組
、
耶
律
阿
保
機
（
太
岨
）
は
迭
剌
部
に
出
自
し

　
　

て
ゐ
る
。
そ
れ
が
狐
、
遼
史
は
こ
の
部
を
殊
更
に
由
緒
付
け
ん

り

　

と
し
て
却
っ
て
こ
れ
に
向
す
る
記
載
を
曖
昧
模
糊
の
中
に
閉
ぢ

　
　

込
め
、
後
人
を
し
て
真
貴
の
相
を
掴
み
難
が
ら
し
め
る
。

　

今
、
遼
史
四
二
管
衛
志
、
部
族
上
を
み
る
に

　
　

唐
富
開
元
・
天
資
間
。
大
賀
氏
既
微
。
遼
始
祖
涅
里
立
迪

　
　

輦
祖
里
。
篤
阻
午
可
汗
。
時
契
丹
因
〔
孫
〕
萬
柴
之
敗
。
部

　
　

落
凋
散
。
肺
敗
有
族
衆
分
篤
八
部
。
涅
里
所
統
迭
則
部
自

　
　

篤
別
部
。
不
輿
其
列
。
井
輦
遥
・
迭
則
亦
十
部
也
。

と
あ
り
、
之
に
抹
れ
ば
、
這
輦
阻
午
　
　
川
汗
を
擁
立
し
て
契
丹
八

部
の
再
組
織
を
敢
行
し
た
も

里
で
あ
る
。
然
る
に
’
、
遼
史

の
條
に
は

の
は
阿
保
機
の
阻
、
迭
剌
部
長
座

四
三
誉
衛
志
、
部
族
下
、
五
院
部

　
　

其
先
曰
蒼
古
。
凡
六
管
。
阻
午
可
汗
時
興
弟
撒
里
本
釦
匹

　
　

之
領
之
゜
曰
迭
刹
部
夕
答

　
　

先

と
て
阻
午
可
汗
の
時
代
迭
則
部
を
統
領
し
た
も
の
は
蒼
古
に
し

て
。
彼
が
こ
の
部
の
先
世
で
あ
っ
た
如
く
謂
ひ
、
果
し
て
剛
者
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何
れ
を
信
才
べ
き
か
疑
ひ
な
き
を
得
な
い
。
然
し
前
者
に
迭
則

刀

　
　

部
長
と
槌
す
る
涅
里
は
、
遼
史
２
１
四
兵
衛
志
上
に
は
耶
律
雅
里

　
　
　

と
も
書
か
れ
、
若
し
こ
の
人
が
遼
史
世
表
に
、
「
泥
疆
。
耶
律
倣
遼

　
　
　

史
書
篤
涅
里
。
陳
大
任
書
狐
雅
里
。
蓋
遼
太
祖
之
始
祖
座
」
と

あ
る
如
く
、
果
し
て
唐
の
玄
宗
時
代
契
丹
の
首
帥
と
し
て

し
、
唐
よ
り
松
泣
都
督
に
封
附
さ
れ
た
泥
祀
（
或
は
涅
噌
）

可活

汗③耀

に
該
富
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
汗
位
に
登
ら
す
し
て
阻
午
可
汗

に
譲
位
し
た
な
ど
と
謂
２
　
前
者
の
記
載
は
信
じ
難
い
様
に
も
思

は
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
論
旨
の
多
岐
に
亘
り
横
攬
す
る
を
憚
っ

て
、
こ
の
二
史
料
の
内
容
に
開
す
る
批
判
検
討
は
他
の
機
會
に

譲
る
こ
と
と
し
、
唯
か
か
る
疑
惑
の
中
に
在
っ
て
も
、
迭
刹
部

が
契
丹
族
の
所
謂
主
醍
を
篤
す
八
部
の
構
成
分
子
以
外
の
部
落

で
あ
っ
た
と
の
推
測
の
み
は
可
能
た
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止

め
よ
う
。

　

次
に
迭
刹
部
の
領
域
を
み
る
に
、
八
部
の
根
強
地
が
夫
夫
シ

ラ
ム
レ
ン
と
老
吟
河
の
合
流
鮎
附
近
に
あ
っ
た
の
と
は
や
や
西

方
に
離
れ
て
ノ
組
州
世
里
浸
里
の
地
を
中
心
と
し
て
ゐ
る
こ
と

が
窺
は
れ
る
。

岨
州
天

中
略
後

年○成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
？

軍
上
節
度
。
本
遼
右
八
部
世
〔
里
？
〕
没
里
地

心
四
二
囚
建
城
彼
岨
州
・
以
高
祖
昭
列
皇
帝
匹

　
　

ｍ
一
・
拉
斐
皇
帝
註
呼
脊
簡
献
皇
帝
匹
肛
皇
考

　
　

宣
簡
皇
帝
１
０
皿
皿
所
生
之
地
。
故
名
。
皿
皿
匹
ぺ

　

こ
の
部
が
遥
輦
八
部
と
の
政
治
的
開
係
に
於
て
或
種
の
勢
力

を
有
し
始
め
た
の
は
、
恐
ら
く
阿
保
機
の
父
、
徳
祀
撒
剌
的
万

頃
か
ら
の
や
う
で
、
次
に
掲
げ
る
諸
記
載
は
か
か
る
推
測
に
導

徳
祀
世
。
篤
契
丹
遥
輦
氏
之
夷
寓
菜
。
執
共
政
柄
。
心
破
に

几
皿
ヅ
０
　
國
・
昌
Ｅ

　

太
祖
は
こ
幻
父
祖
よ
り
承
疆
し
た
政
治
的
勢
力
を
以
て
痕
徳

韮
可
汗
の
下
に
迭
刺
部
夷
萬
韮
と
し
て
そ
の
部
衆
を
率
ゐ
、
笑

部
・
黒
車
子
室
章
部
を
始
め
諸
部
の
経
略
に
専
念
し
、
そ
の
武

動
と
鳶
戦
的
経
験
に
よ
っ
た
も
の
で
も
あ
ら
う
か
、
徳
が
て
于

越
を
授
け
ら
れ
て
軍
事
を
總
知
し
た
こ
と
は
太
祖
本
紀
べ
或
は

耶
律
蜀
魯
の
本
傅
心
二
等
に
協
へ
ら
れ
る
所
に
し
て
、
こ
れ
は

所
謂
軍
務
總
指
揮
官
へ
の
就
任
を
意
味
す
る
。
か
か
る
過
程
は

更
に
進
ん
で
阿
保
機
を
し
て
狽
裁
専
制
衝
の
獲
得
を
欲
求
せ
し

め
る
と
共
に
、
迭
刹
部
の
勢
威
増
強
を
必
至
化
せ
し
め
、
そ
の

結
巣
は
諸
部
長
と
阿
保
機
、
諸
部
と
迭
刹
部
と
の
對
立
と
な
り

遂
に
新
興
の
迭
刹
部
を
背
景
と
す
る
阿
保
機
が
、
氏
族

ら
０
　
地

盤
の
上
に
立
っ
て
諸
部
－
八
部
を
主
柱
と
す
る
Ｉ
の
勢
力
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7町

を
代
表
す
る
逢
輦
痕
徳
冪
可
汗
に
代
位
す
る
忙
至
っ
た
。
如
上

の
経
過
を
説
話
的
に
潤
色
し
て
は
ゐ
る
が
、
克
く
語
り
傅
へ
、

遼
初
に
於
け
る
二
つ
の
本
質
的
に
相
剋
す
る
底
流
Ｉ
氏
族
制

の
維
持
と
、
そ
れ
を
打
破
し
て
濁
裁
専
制
腹
の
確
立
を
企
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

と
す
る
１
１
の
存
在
を
窺
知
せ
し
め
る
も
の
は
五
代
史
記
等
に

み
え
る
次
の
如
き
阿
保
機
の
建
國
物
語
で
あ
ら
う
。

　
　

〔
契
丹
〕
分
篤
八
部
。
部
之
長
琥
大
人
。
而
常
推
一
大
人
。

　
　

建
旗
鼓
。
以
統
八
部
。
至
其
歳
久
。
或
具
國
有
災
疾
。
而

　
　

畜
牧
衰
。
則
八
部
聚
議
。
以
訳
鼓
立
其
次
。
而
代
之
。
被

　
　

代
者
以
認
約
本
如
此
。
不
敢
争
。
中
略
〔
阿
保
機
立
〕
漢
人

　
　

靫
阿
保
機
曰
。
中
國
之
王
無
代
立
考
。
由
是
阿
保
機
盆
以

　
　

威
制
諸
部
。
而
不
肯
代
。
共
立
九
年
。
諸
部
以
其
久
不
代

　
　

立
。
共
責
訥
之
。
阿
保
機
不
得
已
。
傅
其
旗
鼓
。
而
謂
諸

　
　

部
曰
。
１
　
立
九
年
。
所
得
漢
人
多
矣
。
吾
欲
自
篤
一
部
以

　
　

治
漢
城
。
可
乎
。
諸
部
許
之
。
中
略
阿
保
機
率
漢
人
。
耕

　
　

種
篤
治
。
中
略
阿
保
機
知
衆
可
用
。
用
其
妻
述
律
策
。
使

　
　

人
告
諸
部
大
人
曰
。
我
有
盛
池
。
諸
部
所
食
。
然
諸
部
知

　
　

食
盛
之
利
。
而
不
知
読
有
主
人
。
可
乎
。
営
来
稿
我
。
諸

　
　

部
以
篤
然
。
共
以
牛
酒
會
読
池
。
阿
保
機
伏
兵
具
旁
。
酒

　
　

鮒
伏
誓
書
殺
諸
部
大
人
ｏ
逡
立
不
復
代
数
飛

　

然
し
こ
れ
は
仮
令
史
官
は
包
蔵
し
て
ゐ
る
と
し
。
て
も
、
飽
く

ま
で
一
個
の
説
話
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
こ
こ
に
謂
ふ
が
如
き
諸

部
の
責
謂
に
壹
つ
た
か
ら
と
て
、
阿
保
機
が
直
ち
に
迭
刹
部
本

族
と
も
離
れ
、
た
だ
一
人
所
隷
漢
人
の
み
率
ゐ
て
漢
城
に
治
し

た
と
は
事
官
上
う
け
と
り
難
く
、
遼
史
丿
七
地
理
志
に
「
大
組

以
迭
則
部
之
衆
。
代
遥
輦
氏
。
起
臨
液
。
建
皇
都
」
と
あ
り
、

叉
大
組
本
紀
帥
位
元
年
の
條
に
も
「
二
月
戊
午
。
以
従
弟
迭
栗

底
篤
迭
烈
府
犯
皿
夷
萬
菜
」
と
み
え
る
こ
と
よ
り
し
て
も
、
彼

は
決
し
て
迭
刹
部
を
見
捨
て
て
は
ゐ
な
い
。
か
く
考
へ
て
遼
史

大
組
本
紀
を
み
る
と
、
彼
の
最
初
の
建
元
た
る
８
　
冊
元
年
迄
に

於
て
大
様
左
の
如
き
事
件
を
列
畢
し
う
る
。

　
　
　

阿
保
機
は
唐
の
咸
１
　
十
三
年
就
に
生
れ
ヽ
天
復
元
年

　
　

■
f
＾
　
1
辛
酉
痕
徳
菜
可
汗
立
つ
や
、
そ
の
下
に
本
部
夷
離
韮

と
し
て
専
ら
室
章
・
于
蕨
・
尖
の
諸
部
族
を
征
討
す
。

　
　
　
　
　
　
　

④

　

同
年
十
月
大
迭
烈
府
夷
離
董
を
昇
す
。

明
年
心
如
七
月
河
東
・
代
訃
伐
ち
、
九
月
圖
化
州
を
城

き
、
開
教
寺
を
建
つ
。

明
年
心
如
于
越
に
任
ぜ
ら
れ
、
ヽ
軍
國
事
を
總
知
す
。

甲
子
九
四
三
月
龍
化
州
の
東
城
を
摘
む
・

天
砧

Ｊ

年
八
四
十
月
河
東
の
李
克
用
と
雲
中
忙
會
盟
九
。
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io6

明
年
七
心
１
　
二
月
痕
徳
韮
可
汗
姐
し
、
明
け
て
正
月
皿

四
一
万
印
位
し
て
天
皇
帝
と
尊
胱
す
。

そ
の
後
九
年
を
紅
て
（
こ
の
間
に
諸
族
弟
の
叛
飢
あ
り
）

梁
貞
明
二
年
一
｛
い
祁
０
　
と
建
元
し
、
脱
化
州
金
鈴
岡
に

　

以
上
遼
史
の
記
載
と
阿
保
機
建
國
説
話
と
は
果
し
て
ど
の
程

度
の
合
一
性
を
有
す
る
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
問
題
と
た
る
の
は

遼
史
の
九
〇
七
年
に
於
け
る
印
位
の
記
事
と
、
そ
の
後
九
年
を

経
た
る
九
一
六
年
に
行
は
れ
た
８
　
冊
建
元
並
に
龍
化
州
に
於
け

る
築
壇
・
尊
覗
享
受
だ
ど
の
恰
も
再
度
の
即
位
を
思
は
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

か
の
如
き
記
載
と
で
あ
ら
う
。
今
説
明
の
便
宜
上
、
こ
の
雨
事

件
に
開
す
る
遼
史
の
本
文
を
引
用
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

〔
即
位
〕
元
峰
七
ツ

　
　
　
　
　
　

⑩

　
　

王
集
會
蝸
。
熔
柴
告
天
。
印
皇
帝
位
。
尊
母
蕭
氏
。
篤
皇

太
后
。
立
皇
后
蕭
氏
。
北
宰
相
蕭
轄
剌
・
南
宰
相
耶
律
欧
・

里
思
亭
群
臣
。
上
諒
競
曰
天
皇
帝
。
后
曰
地
皇
后
。

祁
１
　
元
年
ぴ
ｙ
春
二
月
丙
戌
朔
。
上
在
龍
化
州
。
迭
烈
部

夷
高
董
耶
律
拗
魯
等
率
百
僚
。
請
上
尊
敬
。
三
表
乃
允
。

丙
申
。
群
臣
及
諸
愚
國
築
壇
州
東
。
上
尊
競
曰
大
聖
大
明

天
皇
帝
。
后
日
座
天
大
明
地
皇
后
。
大
赦
。
建
元
祁
附
。

初
閥
地
篤
壇
。
得
金
鈴
。
因
名
其
地
。
日
金
鈴
岡
。
壇
側

満
林
。
日
冊
聖
林
。
心
匹
Ｅ

　

こ
の
第
一
次
の
帥
位
を
、
余
は
建
國
説
話
に
阿
保
機
が
漢
城

に
治
し
別
に
一
部
を
建
て
て
自
立
し
た
時
と
考
へ
度
い
。
八
部

の
側
よ
り
み
れ
ば
、
退
い
て
他
所
に
旗
鼓
を
打
ち
立
て
た
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
阿
保
機
を
本
胎
と
す
る
遼
史
側
よ
り
謂
へ
ば

正
し
く
印
位
に
外
た
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
所
が
突
然
か
く
断
す

れ
ば
、
或
は
建
國
説
話
に
こ
れ
よ
り
先
、
阿
保
機
が
諸
部
よ
り

選
ば
れ
て
大
人
と
な
っ
た
と
あ
る
こ
と
と
叛
鯛
す
る
か
の
や
う

で
あ
る
が
、
然
し
こ
れ
は
大
組
本
紀
に
彼
が
痕
徳
董
可
汗
の
下

に
于
越
と
し
て
軍
國
事
を
總
知
し
た
と
あ
る
こ
と
を
指
し
た
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
于
越
と
謂
へ
ば
、
遼
に
於
け
る
最
高
の

官
職
に
し
て
、
阿
保
機
の
父
徳
組
や
伯
父
程
魯
の
場
合
に
も
み

る
如
く
、
國
政
に
呉
か
る
と
共
に
軍
務
を
も
總
裁
し
え
、
印
ち

こ
の
官
へ
の
任
命
は
最
高
樅
力
の
附
輿
を
意
味
す
る
。
阿
保
機

が
中
央
進
出
後
に
於
け
る
抹
勘
と
思
は
れ
る
龍
化
州
の
建
置
披

大
を
企
て
た
り
、
或
は
親
ら
河
東
の
李
克
用
と
雲
中
に
會
盟
し

て
ゐ
る
こ
と
等
の
事
賓
は
、
彼
の
勢
威
が
強
盛
に
し
て
恰
も
對

外
的
に
は
可
汗
と
し
て
契
丹
諸
部
を
威
制
し
て
ゐ
た
か
の
如
く

考
へ
ら
れ
た
と
み
て
も
甚
し
く
不
営
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て

１８



と
の
と
と
が
建
園
設
話
に
み
え
る
「
阿
保
機
立
。
漢
人
数
阿
保

機
日
。
中
園
之
玉
無
代
立
者
。
出
是
阿
保
機
益
以
威
制
諸
部
。

@
 

而
一
小
肯
代
。
一
試
云
」
に
略
々
相
営
り
、
そ
の
子
越
に
住
ぜ
ら
れ

た
後
、
諾
を
換
ゆ
れ
ば
、
軍
務
総
指
揮
官
界
命
以
後
に
於
て
役

が
振
舞
っ
た
専
檀
が
、
や
が
て
八
部
大
人
の
共
同
責
諮
を
招
致

し
、
濯
に
汗
位
を
退
い
て
そ
の
了
解
の
下
に
新
な
る
枚
、
鼓
の
建

設
、
部
ち
遼
史
本
紅
側
の
謂
ふ
第
一
，
次
郎
位
と
な
っ
，
た
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
設
話
の
諸
部
大
人
誘
殺
は
そ
の
後
に

⑫
 

於
て
生
起
し
た
も
の
と
み
る
べ
く
、
か
く
し
て
諸
部
を
併
合
し

痕
徳
蓋
可
汗
に
代
っ
て
立
っ
た
役
は
‘
後
述
す
る
如
く
拙
悔
い
で

起
っ
た
迭
刺
部
内
の
同
族
兄
弟
の
叛
範
を
も
平
定
し
て
、
そ
の

翌
年
一
脚
冊
と
建
一
克
し
、
役
と
も
関
係
深
き
一
語
化
州
の
地
に
改
め

て
築
壇
祭
天
し
、
群
臣
よ
り
牟
競
を
享
け
た
も
の
で
あ
ら
う
。

さ
て
以
上
に
よ
っ
て
知
り
う
る
如
く
、
阿
保
機
は
迭
刺
部
と

所
隷
漢
人
擁
護
の
下
に
諸
部
に
針
抗
し
て
自
立
1

1

遼
史
本
紀

の
第
一
次
郎
位
ー
ー
を
企
て
た
の
で
あ
る
が
、
遼
史
に
擦
れ
ば

部
位
の

礁
が
て
そ
伊
五
年
目
五
年
よ
り
同
族
昆
弟
の
室
が
雲
す

る
に
一
主
っ
た

D

か
か
る
謀
叛
を
誘
渡
せ
し
め
た
も
の
は
、
阿
保

Io7 

機
の
中
央
集
権
強
化
の
工
作
に
外
な
ら
な
い
。
と
の
と
と
を
且
(

鰭
的
に
設
明
す
る
も
の
は
、
該
叛
飢
の
謀
主
た
る
轄
底
が
阿
保

機
の
訊
問
に
答
へ
た
弐
の
如
き
言
葉
で
あ
ら
う
。

太
組
問
日
。
股
初
部
位
。
嘗
以
閣
議
。
叔
父
略
的
一
館

山
一
コ
似
一
肌
ム
紘
一
時
制
と
静
之
。
今
一
氏
欲
立
五
口
弟
一
切
閉
山
何
也
。

轄
底
封
日
。
掛
回
刻
刻
利
引
剖
劃
D

刻
間
判
削
倒
。
街
川
判

長
巌
。
劇
刈
劇
刻
刷
。
臣
[
劃
剥
劃
以
到
。
紺
矧
劉
飢
剥
劃
ロ

遼
史
一
一

二
轄
底
停

謂
ふ
所
の
街
従
と
は
腹
心
部
の
と
と
に
し
て
、
耶
律
萄
魯
の

本
俸
に
よ
れ
ば

明
日
部
皇
帝
位
。
命
易
魯
総
軍
園
事
。
中
略
而
諸
弟
刺
葛

等
往
往
鋭
非
望
白
太
組
宮
行
管
。
始
置
腹
心
部
。
選
諸
部

一
弔
問
二
千
飴
充
之
口
以
日
句
魯
及
講
一
敵
魯
一
総
括
。
設

と
謂
ふ
。
部
ち
か
く
阿
保
機
が
強
力
た
る
私
兵
を
擁
し
て
部
内

-19ー

に
臨
み
、
以
て
君
主
権
の
確
立
を
計
ら
ん
と
し
た
と
と
は
、
と

り
も
直
さ
や
氏
族
制
の
破
壊
で
あ
り
、
と
れ
は
同
時
に
同
族
日
比

弟
が
従
来
部
内
に
於
て
、
均
衡
的
に
享
有
し
た
支
配
的
勢
力
を

根
底
よ
り
覆
滅
し
、
彼
等
を
し
て
脅
し
く
阿
保
機
の
膝
下
に
叩

頭
せ
し
め
る
と
と
を
強
要
す
る
も
の
、
な
れ
ば
、
と
の
重
廊
一
を
反

按
排
除
す
べ
く
し
て
立
っ
た
彼
等
の
抗
手
は
深
刻
を
極
め
、
と

れ
は
阿
保
機
自
身
に
と
っ
て
も
亦
、
安
危
浮
沈
に
係
は
る
重
大

な
事
件
に
し
て
、
と
の
叛
観
の
前
後
庭
置
を
停
へ
る
弐
の
記
載



jo8

が
雄
諮
に
そ
れ
を
誼
し
て
ゐ
る
。

　
　

〔
帥
位
〕
八
年
秋
七
月
丙
中
朔
。
有
司
上
諸
帳
族
多
謀
逆
者

　
　

三
日
傍
人
罪
欺
。
皆
棄
市
。
よ
歎
曰
。
中
略
此
曹
恣
行
不

　
　

道
。
残
害
忠
良
。
塗
炭
生
民
。
剽
掠
財
産
。
民
間
昔
有
萬

　
　

馬
。
今
皆
徒
歩
。
有
國
以
来
。
所
未
嘗
有
。
賓
不
得
已
而

　

＾
・

　

゜
澄
史

　

誄
之

　

太
祀

か
く
て
内
乱
鎖

一尼乖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

座
の
結
果
、
天
賛
元
年
迭
刹
部
は
二
分
さ
れ

太
阻
の
地
位
は
愈
々
安
定
強
化
し
て
、
こ
こ
に
遼
朝
建
國
の
基

礎
が
固
め
ら
れ
る
に
至
っ
‰

　

さ
れ
ば
、
阿
保
機
印
位
の
事
情
及
び
迭
刹
部
分
析
の
過
程
を

辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
吾
人
は
契
丹
部
族
の
氏
族
制
が
崩
壊
し
、

阿
保
機
の
狽
裁
専
制
に
基
く
國
家
が
成
立
し
て
行
く
一
態
様
を

看
取
し
う
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　

ニ

　

漢

　
　
　

城

　

前
節
に
述
べ
た
阿
保
機
の
建
國
説
話
を
再
び
引
用
し
て
み
る

と
そ
の
大
要
は

　
　

契
丹
の
習
俗
と
し
て
可
汗
の
任
免
は
八
部
大
人
の
聚
議
に

　
　

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
然
る
に
阿
保
機
は

　
　

在
位
九
年
の
久
し
き
に
及
ぶ
も
譲
ら
ざ
れ
ば
、
諸
部
は
共

　
　

に
之
を
責
訥
し
て
退
位
せ
し
め
ん
と
し
た
の
で
、
彼
も
已

　
　

む
な
く
そ
の
批
鼓
を
傅
へ
て
後
、
諸
部
大
人
に
謂
へ
ら
く

　
　

『
吾
、
長
た
る
こ
と
九
年
、
こ
の
間
得
る
所
の
漢
人
甚
だ

　
　

多
け
れ
ば
、
自
ら
一
部
を
組
成
し
、
漢
城
を
築
い
て
之
に

　
　

居
ら
ん
』
と
。
か
べ
て
彼
が
漢
城
に
移
っ
て
幾
許
も
な
く

　
　

そ
の
妻
述
律
皿
心
の
策
を
圃
ゐ
７
、
八
部
が
常
に
食
螢
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

　
　

供
給
を
仰
い
で
ゐ
る
囃
池
に
諸
部
大
人
を
誘
殺
し
逡
に
自

　
　

立
し
た
。

と
謂
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
物
語
り
の
中
で
、
彼
が
八
部
諸
大

人
の
共
同
責
訥
に
遭
っ
て
已
む
た
く
位
を
退
き
、
別
の
旗
鼓
を

建
て
た
と
謂
は
れ
る
漢
城
と
は
果
し
て
何
處
に
比
定
さ
る
べ
き

で
あ
ら
う
か
。
こ
の
地
に
就
い
て
は
、
既
に
嘗
て
箭
内
亙
博
士

が
東
洋
學
報
第
十
一
省
三
琥
所
載
の
「
遼
代
の
漢
城
と
炭
山
」

に
於
て
詳
説
考
誼
さ
れ
、
こ
の
地
を
炭
山
と
の
開
係
よ
り
推
し

て
今
の
硝
石
口
外
、
石
頭
城
子
附
近
に
比
定
や
ら
れ
た
。
所
が

前
節
迭
刹
部
の
條
下
に
も
述
べ
た
如
く
常
時
の
契
丹
の
形
勢
よ

ヽ
り
す
れ
ば
、
博
士
の
こ
の
比
定
に
も
こ
一
の
疑
義
が
生
じ
て
く

る
。
第
一
に
阿
保
機
の
契
丹
諸
部
併
合
に
際
し
、
そ
の
中
櫃
的

勢
力
を
篤
し
た
も
の
は
０
　
州
附
近
を
本
地
と
す
る
迭
則
部
で
あ

っ
た
ら
う
こ
と
は
Ｉ
建
國
説
話
に
は
眼
下
漢
人
の
み
の
力
に
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依
っ
た
如
く
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
す
Ｉ
前
項
に
論
じ

た
史
的
事
賓
よ
り
し
て
容
易
に
窺
は
れ
、
彼
が
如
何
に
八
部
よ

り
厚
迫
責
訥
を
蒙
っ
た
と
は
謂
ひ
條
、
そ
の
本
部
た
る
迭
刹
部

従
っ
て
但
州
地
方
を
も
捨
て
て
南
方
洛
か
の
長
城
附
近
に
遷
り

住
み
、
漢
人
の
み
を
頼
み
と
し

た
と
は
到
底
考
へ
難
く
、
且
つ

彼
が
こ
の
地
に
庇
る
こ
と
複
か

一
二
年
に
し
て
、
再
び
遠
く
臨

溝
に
北
移
し
た
な
ど
の
こ
と
も

不
審
に
思
は
れ
、
更
に
こ
の
方

面
が
富
時
猶
、
笑
族
の
勢
力
範

園
内
に
あ
っ
た
も
の
の
如
く
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

へ
ら
れ
る
に
想
ひ
到
っ
て
は
一

勝
そ
の
爰
営
性
を
疑
は
ざ
る
を

得
な
い
。

　

つ
い
で
建
國
説
話
の
中
よ
り

　
　
　

抽
出
し
う
る
も
の
は
阿
保
機
の
新
に
携
る
こ
と
と
な
っ
た
漢
城

　
　
　

郎
ち
、
彼
の
新
勢
力
圏
内
に
契
丹
諸
部
を
賠
ふ
に
足
る
べ
き
大

呼

　

盛
池
が
存
し
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

聖
宗
親
和
の
二
十
六
年
頃
宋
よ
り
北
使
し
か
踏
振
の
兄
聞
に

よ
れ
ば

　
　

上
國
（
臨
浚
府
）
西
百
餓
里
有
大
池
。
幅
員
三
百
里
。
・
盛
生

著
岸
如
冰
凌
。
朝
聚
暮
合
。
年
深
者
堅

篤
枕
。
其
砕
者
類
穎
堕
。
民
得
探
腎
之
。

と
謂
ふ
。
想

ン
流
域
殊
に
老
吟
河
と
の
合
流

鮎
を
中
心
と
す
る
附
近
一
帯
に

抹
つ
て
ゐ
た
契
丹
八
部
諸
族
が

そ
の
供
給
を
仰
い
だ
盛
池
と
謂

へ
ば
、
吾
人
は
こ
の
乗
招
録
の

大
池
を
聯
想
し
え
な
い
で
あ
ら

う
か
。
然
し
、
現
在
知
り
う
る

限
り
で
は
、
上
京
臨
漢
府
址

針周
回
三
百
里
も
あ
る
如
き
大
堕

湖
は
存
し
た
い
。
或
は
路
振
の

謂
ふ
大
池
は
「
上
國
四
百
節
里
」
と
は
あ
る
が
、
林
東
部
の
西
北

烏
珠
穆
沁
管
内
の
大
盛
湖
を
指
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
暖
湖
は
遼
・
金
時
代
に
は
暖
渫
と
柳
せ
ら
れ
、
遼
史
に
「
初

令
群
牧
。
迷
囃
洲
倉
粟
。
云
云
」
四
咤
匹
と
か
「
耶
律
雅
里
令
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群
牧
人
戸
。
蓬
囃
渫
倉
粟
」
皿
匹
却
七
と
か
、
或
は
劉
輝
の
本

９
　
に

　
　

大
安
末
狐
火
子
洗
馬
。
上
書
言
。
西
遊
諸
寄
篤
患
。
士
卒

　
　

遠
浅
。
申
國
之
民
疲
于
飛
翰
。
非
長
久
之
策
。
篤
今
之
務
。

　
　

莫
若
城
子
暖
漂
。
皆
以
漢
戸
。
使
耕
田
聚
糧
。
以
篤
西
北

　
　

之
費
・
詰

と
謂
０
　
、
叉
金
史
に
も

　
　

初
追
金
故
地
。
濫
海
多
衆
螢
。
上
京
東
北
二
路
食
肇
州
屠
。

　
　

速
頻
路
食
海
囃
。
臨
涙
之
北
有
囃
渫
。
皿
剱
皿

等
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
よ
り
み
て
も
、
契
丹
領
内
に
於
け
る
有

数
の
暖
産
地
と
し
て
重
要
硯
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
窺
は
れ
よ

う
。
現
在
も
こ
の
湖
に
衆
す
る
囃
は
、
シ
リ
ン
ゴ
ー
ル
盟
内
は

勿
論
、
廣
く
察
恰
爾
省
’
興
安
西
分
省
・
熱
河
省
北
部
一
帯
の

蒙
古
人
に
供
給
さ
れ
、
更
に
牛
車
に
よ
っ
て
経
棚
・
ド
ロ
ン
ノ

ー
ル
或
は
張
家
口
等
を
経
由
し
て
北
支
那
地
方
へ
夥
し
く
搬
出

さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
こ
の
方
面
を
旅
行
す
る
も
の
の
斉
し
く

目
噺
す
る
所
で
あ
る
。

　

さ
れ
ば
契
丹
本
部
が
わ
ざ
わ
ざ
浅
か
南
方
聞
河
上
流
域
地
方

に
専
ら
囃
の
供
給
を
仰
い
だ
と
み
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
の
大

盛
湖
を
そ
れ
に
比
定
し
え
な
い
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
か
く
謂
へ

ば
と
て
、
説
話
に
「
阿
保
機
曰
。
我
有
磯
地
。
諸
部
所
食
。
然

諸
部
知
食
磯
之
利
。
而
不
知
盛
有
主
人
。
可
乎
」
と
あ
る
を
以

て
直
ち
に
阿
保
機
が
西
北
方
遠
く
大
囃
湖
を
ま
で
そ
の
勢
力
園

内
に
入
れ
て
ゐ
た
と
み
る
の
で
は
た
く
、
こ
れ
は
彼
が
漢
城
に

條
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
湖
よ
り
八
部
本
地
へ
の
湖
堕

喩
逍
の
孔
道
を
要
拓
し
て
ゐ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
へ

る
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
提
起
さ
る
べ
き
は
、
漢
城
は
果
し
て
箭
内
博
士
の
考

定
さ
れ
る
如
く
固
有
名
詞
で
あ
ら
う
か
と
の
疑
問
で
あ
る
。
遼

代
の
満
城
に
就
い
て
は
、
既
に
姚
従
吾
氏
が
「
説
阿
保
機
時
代

的
漢
城
」
な
る
表
題
下
に
國
學
季
刊
第
五
巻
一
琥
に
於
て
幾
多

の
例
路
を
引
き
遼
代
の
漢
城
と
は
専
有
の
名
跡
に
あ
ら
す
し
て

漢
人
居
住
の
城
邑
に
對
す
る
類
名
で
あ
る
こ
と
を
餉
納
し
て
ゐ

る
が
、
恐
ら
く
氏
の
所
説
に
従
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
必

ず
し
も
漢
城
を
炭
山
附
近
の
Ｉ
ヶ
所
の
み
に
限
定
す
る
要
も
あ

る
ま
い
。

　

以
上
よ
り
し
て
余
は
阿
保
機
の
最
初
に
旗
鼓
を
建
て
た
と
傅

へ
ら
れ
る
満
城
の
位
置
を
、
遠
く
南
方
圈
河
の
上
源
或
は
石
頭

城
子
附
近
と
す
る
よ
り
も
、
迭
則
部
の
本
條
地
た
る
咀
州
や
、

八
部
の
任
地
な
る
シ
ラ
ム
レ
ン
・
老
吟
雨
河
の
合
流
勘
附
近
と
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膀
り
遠
ヽ
か
ら
ざ
る
地
鮎
に
求

９
　
こ
れ
を
西
檜
卯
ち
上
京
臨
演

府
に
比
定
し
炭
い
。
こ
の
地
に
は
遼
史
に
よ
れ
ば
、
阿
保
機
の
即

位
二
年
既
に
明
王
桜
（
後
の
開
皇
殿
）
が
建
で
ら
れ
、
同
七
年
頃

は
明
か
に

心
、
詔

濃
厚
な
ら

め
る
。
更
に
説
話
に
「
此
ハ
地
可
植
五
穀
。
阿
保

機
率
漢
人
。
耕
種
篤
治
。
云
云
」
と
謂
ふ
は
、
遼
史
四
七
地
理

志
に
「
上
京
大
組
創
草
之
地
。
負
山
抱
海
。
天
瞼
足
以
篤
圖
。

地
沃
宜
耕
種
。
水
草
便
１
　
牧
」
と
あ
る
の
に
吻
合
し
、
事
賓
、

上
京
臨
演
府
の
遺
址
と
し
て
知
ら
れ
る
満
洲
國
興
安
西
分
省
林

東
部
の
地
は
、
現
在
多
数
の
支
那
人
戸
を
擁
し
て
地
味
豊
饒
頗

る
農
耕
に
適
し
て
ゐ
る
。
叉
こ
の
地
に
遼
初
早
く
も
多
数
の
漢

人
が
来
住
遷
徒
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
第
三
代
世
宗
の
初
め
北
方

に
劫
去
さ
れ
た
胡
嬌
の
陥
碍
記
が
明
瞭
に
傅
へ
て
ゐ
る
。

　
　

上
京
所
謂
西
信
也
。
西
信
有
邑
屋
市
肆
。
交
易
無
銭
而
用

　
　

布
。
有
綾
錦
諸
工
作
。
宦
者
・
翰
林
・
伎
術
・
教
坊
・
角

　
　

餓
・
秀
才
・
偕
・
尼
・
道
士
等
皆
中
國
人
。
而
井
扮
幽
荊

　
　

笑
責
・
談
詣
Ｐ

　

胡
噴
の
時
代
と
太
岨
の
初
期
と
の
間
に
は
四
十
年
近
い
距
り

は
存
す
る
も
、
彼
が
上
京
に
在
っ
て
見
聞
し
た
常
時
の
現
象
が

生
起
す
る
素
地
は
早
く
既
に
四
十
年
前
、
太
阻
に
よ
っ
て
作
ら

｀
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
最
後
に
、
然
ら
ば
箭
内
博
士
の

基
抹
さ
れ
た
る
宋
白
・
欧
陽
修
等
は
何
故
「
漢
城
在
檀
州
西
北

瓦
百
五
十
里
。
城
北
有
龍
門
山
。
山
北
有
炭
山
。
中
略
其
地
顔

河
上
源
。
則
後
魏
滑
盛
謳
也
」
皿
皿
皿
皿
１
　

　

と
か
、
或
は
「
縦

城
在
炭
山
東
南
顔
河
上
。
有
堕
躍
之
利
。
乃
後
魏
滑
撹
蒜
也
」

　

娶
球
皿
皿
ペ
二

　

な
ど
と
謂
っ
て
ヽ
阿
保
機
営
初
の
居
城
と
し

て
の
漢
城
を
炭
山
附
近
に
比
定
し
て
怪
史
な
か
っ
た
の
で
あ
ら

う
か
。
之
に
就
い
て
は
積
極
的
な
誼
強
を
畢
げ
え
な
い
が
、
想

ふ
に
炭
山
の
名
は
早
く
太
宗
の
會
同
三
年
秋
獄
の
地
と
し
て
始

　
　

｛

見
し
皿
皿
一
匹
八

　

又
ヽ
聖
廟
の
統
和
四
年
五
月
清
暑
０
　
地
と
さ

　
　

　 2
3

れ
て
以
来
、
天
祚
帝
に
至
る
迄
歴
朝
こ
の
地
に
暑
を
避
け
、
或

は
附
近
に
射
獄
障
鷹
す
る
を
常
と
し
た
認
、
こ
の
山
の
名
は
夙

に
遼
人
は
勿
論
宋
人
の
間
に
も
瞼
戻
し
、
従
っ
て
炭
山
附
近
の

漢
城
が
遼
の
中
期
以
後
は
尤
も
有
名
と
な
り
、
木
来
普
通
名
詞

で
あ
る
べ
き
は
ず
の
も
の
が
漢
城
と
謂
へ
ば
直
ち
に
こ
の
地
を

想
起
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
は
あ
る
史
い
か
。
余
は
斯
く
考
へ

度
い
。

Ξ

　

西

.||;ゝ
:’lに

「-.“

し照三太

め

　

節胆

石漢の

゛・城根

－が抹
ハぜ

回Eにヵこ

j□

　

゛･

　

つに詐

（服

地

　

と

　

こ
Ｌに

瓦推よ

穀測り

゜を

　

推

阿

　

よ

　

し

保

　

り

　

て



ｙ／２

　

越
志
忠
の
虜
廷
雑
９
　
始
め
遼
史
ぺ
皿
皿
皿
契
丹
國
志
之
に

雌
制
五
代
史
記
酪
心
に
録
・
績
資
治
通
鑑
長
編
戸
い
等
に
よ
れ

ば
、
遼
の
太
組
阿
保
機
は
領
内
に
東
槌
・
西
松
・
南
柾
・
北
桜

の
四
松
を
建
て
四
季
常
に
こ
の
間
に
遊
猟
し
た
と
謂
ふ
。
そ
の

う
ち
西
植
は
國
初
阿
保
機
の
居
所
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
た
地
で

あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
が
何
地
に
比
定
さ
る
べ
き
か
に
就
い

て
は
諸
詑
沸
粥
紛
廓
し
て
未
だ
定
ま
る
所
を
み
９
　
。
例
へ
ば
箭

内
亙
博
士
・
松
井
等
氏
ふ
ょ

れ
も
囲
桜
印
ち
組
州
説
を
持
し
、
一
方
津
田
左
右
方
博
士
の
如

き
は
こ
の
地
を
上
京
臨
涙
府
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
に
Ｗ
遼
史
心
七

地
理
志
・
上
京
道
の
條
を
み
る
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
？

　
　

岨
州
天
成
軍
上
節
返
本
遼
右
八
部
世
没
里
地
。
太
祖
秋
庖

　
　

多
於
此
。
始
置
西
桜
。
後
囚
建
城
。
琥
組
州
。

と
謂
ふ
。
同
権
印
ち
祖
州
説
は
全
く
こ
の
記
載
に
根
株
を
置

く
。
然
る
に
、
遼
史
大
組
本
紀
に
は

　
　

〔
印
位
〕
六
年
。
是
歳
以
兵
討
雨
冶
。
以
所
獲
計
崇
文
等
五

　
　

十
人
鯖
西
桂
―
建
天
雄
寺
・
以
居
之
・
づ

と
謂
ひ
、
こ
の
天
嶮
寺
は
遼
史
地
理
志
に
よ
れ
ば

　
　

上
京
。
大
祀
創
業
之
地
。
中
略
叉
於
内
城
東
南
隅
建
天
雄

　
　

寺
。
奉
安
烈
考
宜
簡
皇
帝
遺
像
。
＃
1
1
1
1
４
　
　

と
て
印
ち
上
京
の
皇
城
（
北
城
）
内
に
在
る
寺
院
で
あ
る
。

　

次
に
哭
遼
史
大
組
紀
、
即
位
七
年
の
條
を
み
る
に

　
　

三
月
。
其
宮
紳
速
姑
（
叛
党
則
葛
一
味
を
指
す
）
復
却
西
桜
。

と
あ
り
、
こ
の
明
王
桜
は
元
来
、
太
岨
印
位
の
二
年
各
１
　
月
に

建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
賊
火
に
焼
失
し
た
篤
、

翌
八
年
更
め
て
そ
の
基
跡
に
開
皇
殿
が
建
置
さ
れ
る
に
至
っ

た
・
い
一
匹
四
一
開
皇
殿
と
は
謂
ふ
迄
も
た
く
遼
史
本
紀
或
は
地

理
志
等
に
頻
見
す
る
上
京
臨
淡
府
皇
城
（
北
城
）
内
の
一
宮
殿
で

あ
る
。
さ
れ
ば
、
こ
れ
ら
記
載
の
示
す
限
り
で
は
、
西
権
と
は

管
に
上
臨
濤
特
使
兄
飽
］
肘
皿
劈
に
し
て

太
祖
は
遅
く
も
印
位
六
・
七
年
頃
－
或
は
印
位
二
年
脱
に
明

王
桜
を
建
立
し
て
ゐ
る
こ
と
よ
り
推
測
す
れ
ば
、
遼
史
の
所
謂

印
位
の
富
初
よ
り
こ
の
地
に
線
っ
て
ゐ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い

Ｉ
に
は
既
に
こ
の
地
を
根
線
と
し
て
ゐ
た
こ
と
を
推
知
し
う

る
。
病
父
、
支
那
本
土
側
よ
り
北
使
し
た
人
人
の
見
聞
記
や
、

行
程
録
を
見
て
も
、
例
へ
ば
胡
嬌
の
陥
叫
記
に
「
上
京
所
謂
西
権

也
」
と
あ
り
、
趙
志
忠
も
虜
廷
雑
記
に
「
大
組
白
肢
天
皇
王
。

於
所
居
大
部
落
置
権
。
謂
之
同
権
。
今
謂
之
上
京
」

　

　
１
皿
四
皿

と
謂
ぴ
、
或
は
薔
五
代
史
外
國
傅
に
も
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yリ

　
　

天
鵬
末
安
巴
堅
（
阿
保
機
）
乃
自
柵
皇
帝
。
署
中
國
官
競
。

　
　

中
略
名
其
邑
曰
西
補
。
邑
屋
門
皆
東
向
。
如
車
帳
之
法
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
‘

　

。

　
　

城
南
別
作
一
城
。
以
賓
漢
人
。
名
曰
漢
城
。
ふ
七

　
　

。

と
み
え
、
そ
の
他
五
代
史
記
・
契
丹
國
志
・
綺
賢
治
通
鑑
長
編
・

遼
史
巻
末
國
語
解
、
降
っ
て
は
金
虜
圖
経
・
金
虜
節
要
・
金
史

地
理
志
等
の
諸
書
に
、
脅
し
く
上
京
臨
漬
府
を
指
帑
し
て
も
と

の
西
補
な
り
と
し
て
ゐ
る
の
は
上
京
同
補
説
に
有
力
た
る
鐙
左

を
提
供
す
る
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
‰

　

以
上
の
如
ぐ
考
へ
て
、
再
び
遼
史
太
岨
本
紀
一
に
目
を
移
せ

ば
次
の
こ
と
が
謂
ひ
え
ら
れ
る
。
太
祖
は
初
め
痕
徳
董
可
汗
の

下
に
迭
則
部
夷
高
韮
と
し
て
軍
務
を
總
裁
し
、
天
復
二
年
心
如

九
月
龍
化
州
を
浙
河
の
南
に
城
き
、
天
砧
元
年
甲
子
ａ
＊
そ
の

東
城
を
摘
張
し
、
更
に
即
位
元
年
頃
－
建
國
説
話
の
漢
城
に

於
て
別
に
旗
鼓
を
立
て
た
と
傅
ふ
る
頃
―
－
よ
り
は
既
に
皇
都

上
京
（
漢
城
=
　
Ｈ
権
）
に
遷
り
、
こ
の
地
に
在
っ
て
漢
人
及
び
但

州
を
本
地
と
す
る
迭
刹
部
を
眼
下
に
置
き
、
や
が
て
九
年
の
間

に
、
八
部
を
併
合
し
、
つ
い
で
起
っ
た
迭
則
部
内
同
族
の
叛
殴

を
も
屈
服
し
て
、
こ
こ
に
由
緒
深
き
龍
化
州
に
赴
い
て
大
可
汗

た
る
の
儀
式
を
４
　
　
げ
４
　
冊
と
建
元
し
た
も
の
で
あ
・
ら
う
と
。

註①
遼
史
巻
一
一
六
國
語
解
に
は

　

大
法
烈
府
に
註
し
て
、
「
印
迭
剌
部

　

之
府
也
。
初
阻
午
可
汗
具
其
弟
撤
里
本
領
之
」
と
て
撤
里
本
。
を
阻
午

　

可
汗
の
弟
と
誤
つ
て
ゐ
る
。

②
張
曲
江
（
九
齢
）
先
生
文
集
巻
九
に
収
め
ら
れ
る
「
勅
契
丹
都
督
涅
破

　

書
」
或
は
「
勅
松
模
（
漠
？
）
都
督
涅
磯
書
」
等
を
參
照
。

③
伯
父
と
は
徳
員
の
兄
、
祥
魯
（
廻
瀾
）
を
指
オ
も
の
に
し
て
、
遼
史
巻

　

六
四
、
皇
子
表
に
よ
れ
ば
、
彼
は
痘
輦
氏
可
汗
の
下
に
于
越
と
篤
り

　

民
に
敦
へ
て
桑
胤
を
種
樹
せ
し
ひ
と
。
倦
三
七
地
理
志
上
京
道
腿
州

　

の
條
に
も
「
〔
于
〕
越
王
城
。
太
腿
伯
父
于
越
王
廻
魯
…
…
…
建
城
」

　

と
み
え
る
。
閃
み
に
倦
二
太
祀
紀
の
賛
に
徳
腿
之
弟
述
瀾
と
あ
る
は

　

兄
の
誤
り
で
あ
る
。

④
氏
族
制
と
謂
ふ
も
勿
論
そ
れ
は
純
乎
た
る
氏
族
組
織
で
は
な
く
し
て

　

氏
族
制
の
残
滓
を
留
め
る
地
域
集
團
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

④
五
代
史
記
に
先
行
す
る
も
の
は
、
奮
五
代
史
倦
一
〇
二
、
漢
１
　
隠
帝

　

紀
に
、
「
乾
祐
二
年
二
月
虎
子
。
詔
左
諌
議
大
夫
買
緯
竿
。
修
撰
高
祀

　

穴
録
」
と
あ
る
漢
高
腿
穴
蜂
に
し
て
、
こ
れ
に
は

　
　

善
昭
之
際
。
其
王
邪
律
阿
保
機
帖
疆
侍
勇
。
距
諸
族
不
受
代
。
自

　
　

琥
天
皇
王
。
後
諧
族
廻
之
。
菌
用
薔
制
。
保
機
不
得
已
。
傅
旗
鼓
。

　
　

且
日
。
我
総
長
九
年
。
所
得
漢
人
頗
衆
。
欲
以
古
漢
擬
領
本
族
。

　
　

率
漢
人
守
之
。
自
認
一
部
。
諸
族
諾
之
。
俄
設
策
。
復
併
諧
族
。

　
　

僣
栴
皇
帝
。
土
地
日
廣
。
云
云
（
通
鑑
考
異
泰
二
八
所
引
）

　

と
謂
ひ
、
契
丹
國
志
巻
二
二
に
も
五
代
史
記
と
略
同
様
の
記
載
が
み

　

″
兄
る
ｏ

④
遼
史
巻
一
一
六
閥
語
解
に
は
「
大
迭
烈
府
。
印
迭
烈
部
之
府
也
」
と
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謂
ふ
。

仰

　
　

⑦
百
納
本
に
は
伐
北
、
南
監
本
・
殴
版
及
び
局
刻
通
行
本
に
は
河
北
と

　
　
　
　

あ
る
も
、
何
れ
も
代
北
の
誤
な
る
こ
と
は
遼
史
巻
三
七
、
地
理
志
、

　
　
　
　

龍
化
州
の
條
に
「
唐
天
復
二
年
（
九
〇
二
）
太
祀
捻
迭
烈
部
夷
離
董
。

　
　
　
　

破
代
北
。
遷
共
民
。
建
皺
居
之
」
と
謂
ひ
、
或
は
谷
三
四
、
兵
術
志

　
　
　
　

上
、
巻
六
〇
、
食
貨
志
下
に
み
え
る
記
事
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

　
　
　

⑧
小
川
裕
人
氏
の
考
謐
に
よ
れ
ば
こ
の
雲
中
の
登
盟
は
、
天
純
元
年
五

　
　
　
　

月
よ
り
八
月
の
間
の
こ
と
よ
。
心
ふ
。
（
洽
の
建
國
に
就
い
て
、
本
誌

　
　
　
　

第
二
巻
三
弦
三
八
頁
）

　
　
　

⑧
こ
の
疑
問
に
就
い
て
は
既
に
早
く
松
井
等
氏
が
満
鮮
地
理
浙
史
研
究

　
　
　
　

報
告
第
一
珊
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
た
の
を
始
め
、
最
近
に
は
橋
本
柵
吉

　
　
　
　

（
史
潮
第
六
年
一
読
及
び
本
誌
第
二
巻
一
琥
）
小
川
裕
人
（
本
誌
第
一

　
　
　
　

窃
五
琥
、
二
倦
三
携
）
削
氏
に
依
っ
て
夫
々
異
っ
た
見
地
よ
り
す
る

　
　
　
　

倅
見
が
提
起
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
然
し
何
れ
も
印
位
の
年
時
を
確
定
す

　
　
　
　

る
こ
と
に
重
詰
を
置
か
れ
て
ゐ
る
篤
、
前
引
の
雨
記
載
印
ち
遼
史
が

　
　
　
　

何
故
、
態
々
二
度
も
即
位
に
似
た
記
事
を
掲
げ
て
ゐ
る
か
に
對
し
て

　
　
　
　

は
未
だ
何
人
に
よ
っ
て
も
妥
常
的
な
解
拝
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
様

　
　
　
　

に
思
は
れ
る
。

　
　
　

⑩
橋
本
氏
は
こ
の
所
を
「
設
壇
于
如
迂
。
王
集
會
。
蝸
幡
柴
」
と
讃
ん

　
　
　
　

で
ゐ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
如
迂
王
集
會
蝸
ま

　
　
　
　

で
を
地
名
‐
１
‐
ｔ
或
は
逡
史
國
語
解
の
如
く
集
登
蝸
を
地
名
と
み
て

　
　
　
　

如
迂
王
の
集
會
蝸
か
も
知
れ
な
い
が
Ｉ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　

い
。
囚
み
に
、
巻
三
太
宗
紀
に
「
天
顔
五
年
冬
十
月
発
卯
。
建
太
祀

　
　
　
　

聖
功
碑
于
如
迂
正
集
會
蝸
」
と
み
え
る
如
迂
正
集
會
蝸
（
南
監
本
・
殿

　
　
　
　

版
及
び
局
刻
通
行
本
は
如
廷
正
集
登
蝸
）
も
恐
ら
く
同
一
地
で
あ
ら

⑨
建
國
説
話
に
は
こ
の
間
の
年
次
を
九
年
と
謂
ひ
、
遼
史
本
紀
に
彼
の

　

于
越
在
職
が
六
年
間
（
自
九
〇
一
年
至
九
〇
六
年
）
に
亘
っ
て
ゐ
る
の

　

と
は
幾
分
相
迩
す
る
や
う
で
あ
る
が
、
然
し
九
年
た
る
数
に
は
さ
し

　

て
拘
泥
す
る
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ら
う
。

⑩
逡
史
が
阿
保
機
の
諸
部
大
人
誘
殺
俳
合
の
こ
と
を
抹
殺
し
て
ゐ
る
の

　

は
、
彼
の
印
位
建
元
を
合
法
化
す
る
必
要
上
常
然
の
こ
と
と
思
は
れ

　

る
。
而
し
て
こ
の
謀
殺
事
件
は
恐
ら
く
阿
保
機
の
同
族
昆
弟
が
彼
に

　

對
し
て
叛
服
を
企
て
る
前
、
即
ち
渡
史
の
印
位
五
年
以
前
に
起
っ
た

　

も
の
と
推
測
し
度
く
、
更
に
常
時
の
阿
保
機
の
勢
力
を
考
慮
に
入
れ

　

る
な
ら
ば
或
は
即
位
後
即
ち
漢
皺
遷
徒
後
幾
許
も
な
い
頃
の
こ
と
か

　

と
も
思
は
れ
る
。

⑩
こ
の
叛
服
に
就
い
て
は
、
遼
史
巻
一
太
祀
本
紀
を
初
め
、
宿
六
四
皇

　

子
表
、
剌
葛
・
迭
刺
・
寅
底
石
・
安
端
及
び
宿
七
三
阿
古
只
傅
等
を

　

參
照
す
べ
し
。

⑩
こ
の
腹
心
部
に
就
い
て
は
不
日
「
遼
朝
の
徒
民
政
策
と
州
螺
制
の
成

　

立
」
を
諭
す
る
際
に
言
及
す
る
こ
と
と
し
度
い
。

⑩
迭
制
部
の
分
析
は
太
祀
並
に
重
臣
間
に
は
、
叛
乱
俣
屋
の
直
後
よ
り

　

企
圖
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
然
し
易
魯
の
傅
に
も

　
　

初
易
魯
病
革
。
（
紳
珊
三
年
）
太
祀
臨
祀
。
問
所
欲
言
。
易
魯
日
。

　
　

（
中
略
）
惟
析
迭
剌
部
議
未
決
。
願
亜
行
之
。
云
云
（
巻
七
三
）

　

と
あ
る
に
よ
っ
て
も
推
知
し
う
る
如
く
、
こ
れ
は
容
易
に
行
ひ
雖
か

　

っ
仁
も
の
の
や
う
で
天
賛
元
年
に
至
っ
て
始
め
て
賞
現
さ
れ
た
の
で

　

あ
っ
た
。

　
　

天
使
元
年
冬
十
月
甲
子
。
分
迭
制
部
認
二
院
。
（
巻
二
、
太
祀
紀
）
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迭
刺
部
分
析
に
開
し
て
は
こ
の
外
、
遼
史
巻
三
二
部
族
上
、
泰
三

　

五
、
泰
四
五
筝
に
み
え
、
之
等
に
よ
れ
ば
、
辿
剌
部
の
析
せ
ら
れ
た

　

二
院
と
は
五
院
部
こ
ハ
院
部
に
し
て
、
五
院
部
は
北
大
王
院
或
は
北

　

王
府
、
六
院
部
は
南
大
王
院
或
は
南
王
府
と
も
稚
せ
ら
れ
、
雨
部
の

　

夷
離
董
は
北
大
王
・
南
大
王
と
謂
ふ
。

⑩
か
か
る
見
地
よ
り
し
て
も
、
阿
保
機
の
事
実
上
の
即
位
は
紳
冊
元
年

　

で
あ
る
と
考
へ
た
い
。
諸
部
の
併
合
に
し
て
も
或
は
一
族
昆
弟
の
内

　

１
　
に
し
て
も
、
常
時
の
阿
保
柵
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
大
事
件
と
謂

　

ふ
べ
く
、
か
か
れ
ば
そ
の
内
服
が
平
定
し
て
契
丹
部
内
の
略
統
一
を

　

み
る
に
至
っ
仁
翌
年
を
以
て
建
元
し
、
更
め
て
因
縁
深
く
且
つ
八
部

　

の
本
嫁
に
も
近
き
龍
化
州
に
築
壇
し
て
、
常
初
の
印
位
に
も
類
似
し

　

た
る
儀
式
を
挙
行
す
る
の
は
極
め
て
富
然
の
こ
と
と
謂
ふ
べ
き
で
あ

⑥
廳
池
に
闘
す
る
も
の
は
流
高
祀
実
録
に
は
み
え
な
い
が
、
然
し
余
は

　

之
を
五
代
史
記
の
作
燧
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
へ
度
く
な
い
。

⑩
遼
史
泰
一
、
太
餌
紀
に
よ
れ
ば
、
印
位
五
年
正
月
琵
琶
川
に
徐
っ
て

　

ゐ
た
東
部
億
は
平
定
さ
れ
た
が
、
妨
州
（
察
吟
爾
省
懐
来
脂
）
の
西
部

　

呉
は
勢
硝
狐
に
し
て
除
を
阻
ん
で
容
易
に
屈
せ
す
、
漸
べ
冰
降
し
た

　

の
は
太
宗
の
天
鯛
十
二
年
頃
の
や
う
で
あ
る
。
【
資
治
通
鑑
巻
】
一
八

　

一
、
或
は
五
代
會
要
倦
二
八
、
葵
の
條
參
昭
Ｕ

⑩
祀
州
上
京
間
の
距
離
は
豚
映
の
行
程
録
に
よ
れ
ば
、
僅
々
四
十
宋
里

　

に
過
ぎ
な
い
。

⑩
雨
者
共
漢
城
を
後
魏
滑
甕
駆
也
と
謂
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
比
定
の
出

　

駄
羅
目
で
あ
る
こ
と
は
既
に
箭
内
博
士
の
指
摘
さ
れ
仁
如
く
で
あ
れ

　

ば
（
遼
代
の
漢
械
と
炭
山
）
こ
れ
よ
り
み
て
も
こ
の
雨
記
載
の
信
憑
性

　

に
對
し
て
は
一
座
の
考
慮
が
加
へ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

＠
趙
志
忠
の
虜
廷
雑
記
に
就
い
て
は
拙
稿
「
檀
銅
の
盟
約
と
其
の
史
的

　

意
義
」
第
四
節
注
＠
（
史
林
第
二
十
巻
第
二
銃
所
載
）
參
照
。

⑩
箭
内
互
博
士
「
遼
代
の
漢
械
と
炭
山
」
注
④
（
東
洋
學
報
第
。
一
一
巻

　

三
読
或
は
蒙
古
史
研
究
所
載
）

　

松
井
等
氏
「
満
洲
に
於
け
る
遼
の
疆
域
」
（
４
　
洲
歴
史
地
理
第
二
巻
）

　

Ｅ
ｄ
ｏ
ｃ
ａ
ｒ
ｄ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
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ｎ
ｅ
ｓ
｡
　
Ｖ
ｏ
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ｈ
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Ｌ
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ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｖ
i
l
l
e
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
l
'
e
m
p
i
ｒ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ

　
　

Ｌ
ｅ
ａ
ｏ
　
ａ
ｕ
　
ｒ
ｏ
ｙ
a
i
i
m
e
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
　
ｄ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｒ
i
n
.
　
Ｔ
。
ｏ
ｕ
ｎ
ｅ
　
Ｐ
ａ
ｏ
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.

　
　

Ｘ
Ｘ
Ｉ
.
　
１
９
２
２

　

津
田
左
右
吉
博
士
「
遼
の
制
度
の
一
一
重
健
系
」
（
満
鮮
地
理
厦
史
研

　

究
報
告
第
五
所
牧
゛

　
　
　
　
　

。

⑩
五
代
會
要
倦
二
九
、
契
丹
の
條
に
は
「
葬
阿
保
機
於
西
接
。
番
中
地

　

名
」
と
て
太
蕗
の
葬
地
を
西
接
と
し
、
恰
も
皿
州
（
太
祀
の
陵
は
祀

　

州
に
あ
ｈ
ｙ
）
西
接
誕
を
支
持
す
る
か
の
や
う
で
あ
る
が
、
こ
の
記
載

　

は
恐
ら
く
後
唐
の
趙
徳
動
に
よ
っ
て
遣
は
さ
れ
た
陳
編
威
そ
の
他
の

　

北
使
使
臣
の
報
告
に
基
く
も
の
で
、
彼
等
は
暇
葬
地
と
し
て
の
皇
都

　

上
京
を
（
遼
史
巻
二
に
よ
れ
ば
、
太
諏
の
梓
官
は
扶
蓉
城
よ
ｈ
’
皇
都

　

に
至
る
や
一
時
そ
の
子
城
の
西
北
に
糎
殯
さ
る
）
本
葬
地
と
誤
っ
む

　

篤
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
故
に
、
却
っ
て
上
京
西
接
脱
に
一
段
を
提

　

す
る
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
叉
金
代
、
上
京
會
寧
府
を
ま
ま

　

西
接
と
栴
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
「
上
京
」
な
る
語
の
混
同
に
よ
る

　

も
の
に
外
な
ら
な
い
。
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